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令和４年度めむろ未来ミーティング報告書（1/14PM めむろーど 2階（市街地 PM） 

【めむろ未来ミーティング日程 13】 

令和５年１月１４日(土) 

1３：３０～1４:３３   

めむろーど2階セミナーホール 

 

■参加者  １２人 

■芽室町 町長、副町長、教育長、政策推進課長、 

魅力創造課長、商工労政課長、政策推進

課長補佐 

■記 録  広報広聴係長 

 

 

 ■対応・検討が必要な事項   

①新嵐山までの足の確保について（魅力創造課） 

②窓口に来ることが困難な方のマイナンバーカード

申請について（住民税務課） 

③芽室東工業団地の活用について（商工労政課） 

④芽室町西地区の土地活用について（都市経営課） 

⑤職員の窓口対応について（総務課） 

⑥現体育館トレーニングルームを世代を越えた集い

の場に（生涯学習課） 

⑦障がい者の安心した生活システムの確立につい

て（健康福祉課） 

⑧町の税金の使い方について（政策推進課） 

 

１ 開会 

２ 町長挨拶 

３ 町からの説明事項 

 資料１ 公共施設等再配置構想 

 資料２ まちなか再生の取り組み 

 資料３ マイナンバーカード臨時窓口 

 資料４ 芽室町 LINE公式アカウント説明書 

４ 意見交換 

 

【意見】 

 1 点目、昨年の未来ミーティングでも質問したが、鳳

の舞がなくなるという話が出てきたときに、民間の話な

ので町としての関わりは限定されるが、休止期間であ

る６か月の間に、町としてできることはやりたいとの答

弁があった。その後どのようになっているのか知りた

い。 

 2点目、11月１日のホットボイスで「じゃがバスルート

に新嵐山に加えて」というタイトルで、休日に新嵐山で

お風呂に入って食事やお酒も楽しみたいというような

内容のものだった。それに対して町は、「新嵐山の路線

を新たに設けることは難しい」というバッサリとした冷

たい回答であった。 

この投稿者の意図は、手段はじゃがバスじゃなくて

も、新嵐山に行って風景を見ながら、食事やお酒を休

日に楽しみたい。そのために足を確保してもらえない

かというものと思われる。①じゃがバスが無理なら、新

嵐山としてバスを出すとか相手の立場でできることを

考えるという姿勢が必要ではないか。 

 

【町長】 

 温浴施設の件は、できる限り継続できるように調

整検討するというお話を前回させていただいた。そ

の後、協議の中で再オープンできるような体制を整

える段階まできたのは事実である。しかし、その後、

条件や事情等から再開はできないという形になり、

結果的には６月末に廃止届が提出されたという経過

となっている。町としても、運営していただけるよう

な方とも接触し、かなりの協議を重ねてきたが、実現

に至らなかったというのが実態である。 

町には、お風呂のない方に公衆浴場を確保しなけ

ればならないという責務がある。今までは新嵐山に

送迎して対応してきたが、ずっとこのままというわ

けにはいかない。そんな中、今回、プールを建設・運

営する民間事業者から、利用者のためにプラスにな

るサービスとして、施設の中に温浴施設を整備する

という提案があった。これは、町から依頼したもので

はなく、事業所からの提案。町としては、利用者のた

めになるものであると判断し、民間事業者で運営し

てもらうものとして、この提案を了承したものであ

る。また、民間事業者側から、公衆浴場として保健所

に申請する意向があることから、認可がおりれば、町
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としても公衆浴場として認識しながら対応していき

たいと考えている。 

また、まちなか再生の観点から町に温浴施設があ

ったらいいというご意見もある。公衆浴場という視

点とは別に、色んな可能性を含めて協議を進めてい

きたい。今後は、民間の力を借りながら、鳳の舞の再

開も含めて、まちなかの魅力づくりにむけた検討を

していきたいと考えている。 

なお、プールの中の温浴施設は、男女それぞれ洗い

場５つ、浴槽１つ、サウナといったコンパクトな造りと

なり、鳳の舞のようなイメージとは異なることをご理

解いただきたい。 

 

【副町長】 

 じゃがバスの件について、ホットボイスの回答は、

新嵐山の立場ではなく、町の立場で、「じゃがバス」を

運行させられるかに論点をおいて回答したものであ

ることをご理解いただきたい。一方でご指摘のとお

り、まちなかから新嵐山までの足の確保という観点

では、非常に貴重なご意見だと思う。改めて、ニーズ

や費用対効果なども考慮しながら、実験的に運行で

きないかも含めて社内で検討していきたい。 

運輸局の許可の関係上、循環路線バスを新嵐山ま

で運行させることは現実的に難しいため、やれると

すれば一方通行の貸切バス、または新嵐山バスでの

無料送迎となる。新嵐山に多くのお客様に来ていた

だくための魅力づくりの手段手法として継続して考

えていきたい。 

 

【町長】 

平日含めて毎日とはならないと思うが、休日に時

間を限定して運行させることができないか検討した

い。 

 

【意見】 

新嵐山のお風呂をよく利用させてもらっている。回

数券もあり、一人暮らしの身からすると大変助かって

いる。 

マイナンバーカードの件で、町内には、障がい者の

人や独居のお年寄りもたくさんいる。こういった②自

分自身で手続きが難しい人たちが、マイナンバーカー

ドを作るにはどうしたらいいのだろうか。 

 

【町長】 

マイナンバーカードを作るのに役場に来ていただ

ける方には、臨時窓口を常設して対応している。お話

にあったように、施設入所者の方だとか、役場に来

れない方などの対策は課題と感じている。今後は、

施設側とのやり取りなどで対応できないかなと考え

ている。代理の申請もできないことはないので、カ

ードを推進していく町の立場として何らかの方法を

考えたい。 

これは情報提供となるが、令和 4年 12月末現在

で、芽室町のマイナンバーカードの交付率は52.9％、

十勝管内では池田町が66％でトップとなっている。

一方、十勝は全国的にみても低い交付率となってい

る。 

国は、今後いろいろな交付金や支援金にこのマイナ

ンバーカードを紐づけると言っていて積極的に推進

を図っている。首長として納得できるものではない

が、国は交付率や伸び率が低い市町村については、

補助金や地方交付税を減額するような可能性も示唆

している。 

今後、マイナンバーカードにより、例えばコンビニ

での住民票交付など、デジタル化によるサービスの

利便性は確実に広がっていく流れである。町として

も将来的にあらゆる手続きについてデジタル化を進

めていきたいと考えているので、最終的にはご本人

の選択となるが、ご家族含めぜひ検討していただれ

ばと思う。 

 

【意見】 

最近、家族のことで、介護認定や包括支援センター

のサービスの内容を知る機会があった。町民の中には、

サービスを知らなかったり、介護認定に対して後ろめ

たさを感じている人もいるのではないかと思う。また

調べていく中で、包括支援センターの体制が３人しか

いないと知った。今後、芽室町でも高齢者は増えてい

く中で、この体制が果たして十分なのだろうか。 
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【町長】 

町としても保健・医療・福祉のサービスを PR して

いくというのは重要と考えているところであり、困

りごとがある方たちに向けたプッシュ型の訪問も実

施している。また、施設側でも、包括支援センターの

３人体制だけではなく、公立芽室病院や社会福祉協

議会など、相談窓口を設置していて、町としては介護

サービスを必要としている人としっかり繋がってい

く仕組みづくりを進めている。いったん関わりがで

きれば、個別にサービスの内容を計画化していける

ので、今後も PR もしっかりしながら、充実を図って

いきたい。 

 

【意見】 

少子高齢化は、全国的な問題であり、芽室町も同様

である。そんな中、若い人が芽室町に残らず、札幌や

道外に出て行ってしまうという現状がある。なぜそうい

う事が起こるかと考えたとき、やはり「仕事」が地元に

ないというのが大きな要因であると考える。しかし一

方で、③芽室町には、管内の市町村の中でもしっかり

した規模の工業団地がある。それでなぜそういう状況

になるのか。せっかくの工業団地にあれだけの企業が

あるので、そういったものを活用できないのだろうか。

また、工業団地には、帯広から通っている人も多いと

聞く。 

まちなかの活性化について議論が進んでいて、まち

なかで若い人が起業できる環境というのもこれからは

必要と考える。一方、生活を守るという視点でいえば、

芽室町の駅を中心に東西南北で区切った場合、④西

の地区には現状では個人商店やコンビニしかない状

況である。なんらかの大手のスーパーなどの誘致努力

をしてもらえないものか。食べ物を確保するのに、遠く

まで行かなければならないというのが現状であり、高

齢者も増えていくなかで、将来的にそういうことを考え

てもらいたいと思う。 

 

【町長】 

人口減少は全国的な問題。芽室の人口は増えては

いないが、減少率は管内で見てもそんなに悪くない

状況である。長期的にみれば、人口増加策、維持策は

考えなければならない。近年でいうと、まちなかに

は、住宅やアパートが建っていて、民間などで住宅造

成をするとニーズは非常に高いと聞いている。そう

いうチャンスのときに政策をうっていくというのは

重要である。基本的には子育て世代をいかに引っ張

ってくるかという事になると思う。 

若い人が地元に残らないという件。自分は「郷土

愛」というものを大事に考えており、。中学生に向け

た郷土愛を伝える講話も実施しているところである。

また、お話にもあったように、芽室町にはたくさんの

優良の企業がたくさんあるが、知られていないとい

うのが実情であると認識している。町では、高校卒

業を控えたお子さんと企業とのマッチングを進めて

いるところではある。すぐに人口増加につながるも

のではないが、そういう地道な取り組みを継続して

いきたい。 

 

【意見】 

ホットボイスの中に、窓口業務でたらいまわしにされ、

数時間待たされたというのがあった。⑤受付は一番仕

事がわかっている人が配置されるべきで、役場は足を

運んでくれる町民に気持ちよくサービスを提供すると

ころであるから、なんとかその窓口のことを改善してほ

しい。 

 今、役場ではマイナンバーの写真を撮影してくれると

いうサービスを行っている。こういった利用者目線に

立ったサービス、町民が行きやすい窓口環境を整える

ことが大事だと思う。 

 

【町長】 

窓口対応については、日頃から私からも、やりっぱ

なしにせず、「完結」に至るまでしっかり対応するよう

職員に向けて発信しているところである。今一度、相

手の立場に立った対応ができているのかを含めて、

職員教育を徹底していきたいと思う。 

 

１４時３３分終了 
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【ご意見フォームからの意見】 

 

１． 除雪の件で、役場に電話をした際、後日現場を確

認すると言われたまま対応してもらっていない。ど

うなっているのか。（環境土木課で個別に対応済） 

 

２． 体育館の改修の件で、高齢者の皆さんが健康増

進のため体育館を活発に活用している様子が、未

来ミーティングに参加して、改めて感じました。一

方、天候に左右されず子どもたちの遊び場を作っ

てほしいという子育て世代の意見を、キッズルー

ムという形で実現しようと計画されていることを知

り、嬉しく思いました。⑥現体育館のトレーニング

ルームは、町民の皆さんがよく知っている場所で

もあり、指定管理者が適切に管理していて使い勝

手もよさそうなので、キッズだけ、高齢者だけとい

うくくりではなく、世代の垣根をなくして、皆が集え

て活動できる場所になったら良いと思います。 

 

 

３． ⑦障がい者についてですが、親が居なくなったと

きでも安心して生活できるようなシステムを確立

してほしい。 

 

４． 町民の苦情がたくさん寄せれれると思いますが、 

⑧一人の苦情が大勢の意見を反映しているのか、

きちんと判断をして、税金のむだ遣いとならないよう

に町は行動してほしい。住み良い芽室町を目指して

ほしい。 

 

 

 （1/14PM めむろーどでの様子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回から、当日発言できなかった方たちのために

QR コードから意見を述べられる仕組みを設けま

した。 

以下は、その QR コードから頂いたご意見等とな

ります。 


